
社内チャット情報管理者・
労務管理担当者向けの訓練

AIコーディングエージェントを活用して

社内チャット情報の
管理・活用
と

労務管理作業を
効率化する



目的と概要

※共通スキルとして、パソコンの基本操作（Windowsの使い方やファイル・フォルダの組み）を理解している方を対象とします。

AIおよびIT技術の進展を背景とした事業環境の変化に対応するため、社内チャット情報の管理・活用や
労務管理等の事務業務を担当し、これら業務の効率化・システム化に携わる社員を対象として、業務効率化に
必要な“事務作業の自動化”や情報整理業務をシステム化するための設計･構築技能を体系的に習得させること
を目的としています。

事務作業効率化を目的としたAIコーディングやデジタル技術を、業務内容に応じて選定・活用し、
属人化した事務作業をシステム化できる人材を育成します。

AIコーディングエージェントの事務作業に特化した活用方法、IT構造、情報セキュリティについて
学習し、社内チャット情報管理、労務管理エクセル業務・情報整理等の定常業務において、
非効率な作業を認識し、システム化の視点を持って業務改革に取り組む能力の向上を図ります。

事務作業効率化に特化したAI・ITの活用基盤を形成し、業務品質向上、生産性向上、ならびに
業務遂行安定化を実現すること、同時に社内チャット情報の管理・活用、労務管理業務における
DX推進に取り組む人材育成を行い中長期的な競争力の強化につなげます。

本研修では受講企業で実運用するシステムの開発・改修を目的とせず、訓練用環境・サンプルデータを用いて技能習得を行います。



研修カリキュラム内容｜全13時間＋課題演習

1
社内チャット情報業務の分析と自動化対象の特定

社内チャットから必要情報を抽出する業務手順
手作業で行っている検索・転記・整理作業の特定
AI処理可能情報と人の判断が必要な情報
自動化する業務フローの設計

2
社内チャット情報の取得・知識化・AI連携手法

社内チャットツールからメッセージデータを取得する
AIエージェントと社内チャットツールを連携
社内チャット上のメッセージデータを整理・知識化
AIエージェントを用いてメッセージデータを検索する

（２時間）

3
社内チャット情報検索用AIボットの構築演習

AIエージェントへ質問するシステム“AIボット”
社内チャットツールを操作するAPI
AIエージェントを操作するAPI
システムから社内チャットツールを操作
システムからAIエージェントを操作
AIボットを活用する

４
労務管理作業の効率化

時間外申請や遅刻・早退管理などを扱う労務管理事務
労務管理作業を手作業からシステム化するポイント
複数人で利用する労務管理システムのセキュリティ
労務管理システムを安全に運用する
手作業の労務管理をAIコーディングでシステム化

5
労務管理システムの応用

Web上で労務管理システムを動かす（スマホ利用）
労務管理システムへ機能追加
付随する手作業事務処理をシステム化するポイント
手作業事務処理を効率化させるポイント
システムの更新管理と社内通知

※社内チャットツールにはチャットワークを使用します。
AIコーディングエージェントにはClaudeCodeまたはOpenAI社Codexを使用します。
ネット上Webシステムを動作させるためにはWebサーバーが必要です。
現在ご利用中のサーバーまたは弊社で用意するレンタルサーバを利用します。

（３時間）

（課題）AIボットの画面デザインと操作設計

（課題）模擬的な労務管理業務フローを題材
　　　　としたシステム化対象分析

（３時間）

（課題）訓練用演習システムに対する指定機能の追加演習

（３時間）

（２時間）

おひとり

円（税別）250,000

※研修用の模擬データや環境を用い、労務
管理業務を題材としてシステム化手法を習得します。
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